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状況により「強硬路線」と「懐柔路線」の間を柔軟に移行しつつ統一へ



（１）強硬路線における予想される対台湾・日本ハイブリッド戦（抜粋）

対 台湾 対 日本

条件形成
フェーズ

・台湾各機関への潜入浸透及び協力者獲得
・政治家の信用失墜のための情報操作
・メディアの買収等による影響力行使
・親中・反中各勢力のナラティブを強化し対立扇動
・台湾の外交に対する妨害（国際機関ボイコット等）
・台湾企業への制約強化等の経済的妨害
・演習、領海・領空侵入等による軍事的威嚇

・各機関への潜入浸透及び協力者獲得
・日米同盟は戦争を惹起する等のナラティブ拡散
・米国は中台紛争に介入しない等の偽情報拡散
・経済面で日本には宥和的政策で日米離間
・尖閣問題でも表面上軟化
・米軍を挑発する演習で日本国民の不安感助長
・沖縄関連での偽情報等で世論の分断助長

不安定化
フェーズ

・金門、馬祖周辺等での民間船舶の航行を妨害
・金門、馬祖等へのドローンの大量飛来
・金融システム、病院等に対するサイバー攻撃
・社会不安を煽るための偽情報拡散
・犯罪組織を利用した暴力増加等による社会不安助長
・台湾周辺海域へのミサイル発射演習
・漁船等を使用しての海底電線切断

・金融システム、病院等に対するサイバー攻撃
・大量漁船のEEZ侵入等で政府への批判惹起
・海保に関する偽情報等で国民からの信頼棄損
・日本に対する経済的優遇措置で企業を取り込み
・米軍基地攻撃を模したミサイル攻撃等で不安助長
・対米戦争を厭わない姿勢で日本国民にリスク喧伝
・日米間の情報共有を阻害する通信妨害

強 制
フェーズ

・重要インフラに対してサイバー攻撃で障害惹起
・演習の強化及び太平島に対する接近経路封鎖
・輸出入を大幅制限、民間輸送機の中国への強制着陸
・海外との通信遮断（海底電線切断、サイバー攻撃等）
・親中代理勢力が武装蜂起
・親中「政権」の要請で軍事支援
・状況により人民解放軍の部隊を派遣

・海底電線切断や衛星通信妨害で日米情報交換阻害
・なりすまし通信等により日米間の齟齬を助長
・重要インフラへのサイバー攻撃で基地機能阻害
・偽情報により基地周辺住民の不安助長
・台湾への不介入の世論を促す影響工作
・「重要影響事態は戦争行為」等のプロパガンダ



（２）懐柔路線における予想される対日本ハイブリッド戦（抜粋）

対 台湾 対 日本

条件形成
フェーズ

・親中派、反中派の人脈洗い出し及び浸透、協力者獲得
・親中政治家への経済支援等による取り込み工作
・中台間の経済依存関係、投資関係の強化
・メディア買収、文化団体助成等により、親中世論を惹起
・中国と外交関係を持つ国と台湾の関係強化を容認
・政権の親中度に合わせて演習等での軍事威嚇の強度変化
・日米への不信感を煽る偽情報、ナラティブの拡散

・日台間の分断に繋がる事象や日本の脆弱点を探索
・台湾の国内状況に関する偽情報で対台湾不信助長
・新台湾の政治家に対する圧力強化
・対日経済強硬策により経済界への圧力強化
・台湾を巻き込んで尖閣問題を尖鋭化
・南西諸島周辺での演習で軍事的に威嚇
・中・台・沖縄の一体性に関するナラティブ拡散

不安定化
フェーズ

・反中派のスキャンダル等の偽情報拡散
・反中派の行動に見せかけた暴動や暗殺等の隠密工作
・一国二制度よりも自治権を拡大した政治枠組みの提示
・中国のプロパガンダへのボット等の賛成で世論誘導
・対中貿易・投資の重要性を強調し政治家を誘導
・米国が台湾を支援しないとの偽情報拡散

・台湾貿易からの日米企業の締め出し
・台湾企業の中国以外との取引に制限
・中台間の政治的・経済的一体性を宣伝
・日台間の通信阻害のため海底電線切断
・尖閣を巡る日本の海警行動を誘発
・台湾は日本に期待していないとの偽情報発信

強 制
フェーズ

・経済統合を強化する枠組みへの合意
・台湾のインターネット空間での情報を支配
・中国式のネット空間統制の方が優れているとの言説流布
・台湾メディアを資本面で支配し、反中報道を排除
・選挙システムにサイバー手法で介入し結果を操作
・親中派を経済支援し、反中派を貶める偽情報を拡散
・反中派弾圧の法整備や警察能力強化を支援

・台湾の統一が民主的なものだとの偽情報発信
・反中勢力に関するスキャンダル等の偽情報発信
・統一の既成事実を認めるよう経済的に圧力
・サイバー空間で台湾内の反日、日本内の反台扇動
・国際的にも統一容認が大勢とのプロパガンダ発信
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リサーチノート No.32023年度研究報告国内発信

Research Report for FY2023 Research Note No.3海外発信

コメンタリー No.4 2024年度研究報告

Commentary No.4 Research Report for FY2024

ウェブサイト上に
データベース(日・英)
を構築し、
次年度公開予定
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